
 
 
 
 
 
 

「妙高の雪ってわたあめみたい！」 

「雪の結晶が見えたよ！」 

うれしい発見がたくさんの冬の妙高。 

「はじめまして」だったり 

「夏キャンプで会ったよね」だったり 

20 人のお友だちと一緒に過ごしました。 

寒くったって、へっちゃらだよ！ 

空の青と白い雪が輝いて、 

みんなの笑顔が弾けた 3 日間です。 
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保育士のせんせいの 

「さっさー」と「かすみん」が 

なかよしタイムのリーダーです。

とっても盛り上がりました！ 

じゃんけん列車も 

○×クイズも 

 
 

緊張したけど 

頑張りました！ 

自分で発表しました。

住んでいるところも

マイクを持って 

お名前も 

年齢も 
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かまくらの 

飾り付けに 

雪だるまを乗せたよ 

道具を運ぶのも 

雪を運ぶのも 

グループのみんなで 

工夫して協力しました。

フワフワの雪！

うれしいな！ 

雪の中なのに 

寒くないよー！ 

新雪に恵まれた 3 日間。

深雪の中に全身を預ける

感覚を味わいました。

そりを 

使おう！

バケツも 

使おう！
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そりがなくても 

滑れるんだよ～！ 

グループのみんなで 

一緒に乗れたことが 

楽しかったなー 

子どもたちにも 

伝わります。

自分たちで作った 

そりコース。 

何回滑っても飽きずに、

滑り方も工夫しました。

滑った後は 

自分で運ぶよ！

一緒に 

大学生のリーダーと 

とっても仲良しになったよ！

頑張ろう！ 

「大人の本気」は 

思い切り楽しみました。 

お父さんもお母さんも 
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ろうそくの 

光って 

あったかいね。 

楽しみました。 

昼間つくった 

スノーワールドで、

幻想的な時間を 

しっとり 

ヨイショ～ッ！ 

ヨイショ～ッ！

おいしいネ 

全員が力を合わせて、

夕食の餅つきです。 

杵と臼を使った 

餅つきは、とても 

盛り上がりました 

ン 2015 国立妙高青少年自然の家 平成 28 年 1 月 22 日(金)～24 日(日) 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
幼 児 キ ヤ プン

レッツゴー！ 

一緒に 

お母さんと 

早く滑りたくて 

待ちきれない･･･

雪の中の「たから」が

見つけられるかな？ 

雪の中のおやつも 

温かいココアも 

お友だちと一緒だと 

いつもよりおいしいね 

朝の悪天候で 

雪上運動会を 

諦めていたけど･･･

青空が出てきたので、

ソリコースを使って

チューブ滑りも 

楽しみました。 休憩時間も、お友だちや 

なったよー！ 

きれいな青空に 

大学生リーダーとずっと一緒！ 
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グループごとに協力する場面が多かった 

冬の幼児キャンプ。 

 

協力する場面では、 

声を掛け合う姿が見られました。 

 

ハプニングがあっても、 

笑顔で乗り越えることができました。 

 

楽しいだけでなく 

いろいろな気持ちが動いて 

子ども同士の関わりが深まった 3 日間。 

 

「さよなら」と手を振る姿は 

自信をもって、お友だちと 

関わることができたからでしょうか、 

来た時よりもなんだか大きく見えました。 

幼 児 キ

不安な気持ちや涙があっても 

グループで頑張ることができました。 
 

最後は、み～んな笑顔。 

うれしい時間が重なりました。 

たくさんのことにチャレンジできました。 
 

お母さんが見守っていてくれるから 

お父さんが見守っていてくれるから 

ヤ プン 2015 


